
12 

 

 

女性活躍推進に関する職員アンケート結果 

 

 「女性活躍推進法」に基づく、特定事業主行動計画を策定するに当たり、女性活躍に対

する職員の皆さんの現在の意識や考えを確認するため、アンケート調査を実施した。 

 

 ○ 対象職員     一般事務・技術職員 260人 

             ●管理職及び育休等休職者を除く職員 648人（男性 607人・

女性 147 人）の中から男性 130 人・女性 130人を抽出） 

             ●昇格や異動等により職責や職務分担に比較的差異が生ずる 

      事務・技術職の意識調査を行った。 

 ○ アンケート回答者数 259 人（回収率 99.6％） 

 

 ※ 集計に当たっては、各設問の未回答については集計していないため、必ずしも合計

が回答者数の合計とは一致しない。 

 

 

 回答者自身のことについてお伺いします。 

 ○ 性別              ○年齢 

          

 

 

 

 

 

 

 

  ○ 配偶者の就労状況 
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 昇進・勤務に対する意識についてお伺いします。 

問 1 あなたは将来的に、どこまで昇進したいと思っていますか。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （女性職員のみ） 
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問 2 課長級以上への昇進を望まない理由は何ですか？（最もあてはまるものから 3 つま

で）※昇進を望まない人数(男性：59 人 女性：108人) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 3 課長級以上への昇進を希望する理由は何ですか？（最もあてはまるものから 3 つま

で） ※昇進を望む人（男性：62人 女性：12 人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12%

30%

11%

23%

2%

15%

6%

26%

11%

26%

5%

5%

5%

5%

16%

同世代の男性と同程度には昇進したい

（女性のみ回答）

自分の能力を活かすことができる

やりがいのある仕事ができる

そのポストのステータスに魅力がある

給与が上がる

家族から期待されている

特に理由はない

その他

男性 女性
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自分の能力に自身がない

やるべき仕事が増える

責任が重くなる

メリットがない又は低い

家族が反対する

仕事と家庭の両立が困難になる
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問 4 仕事を続けていくうえで、現在の職場に対する満足度についてお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職場における男女平等についてお伺いします。 

問 5 職場の事務分担における男女平等について、あてはまるものに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 6 問 5 で回答していただいたような性別により異なる事務について、具体的に記入で

きるものがあれば記入してください。 

男性だから任されている事務 時間外の多い業務 

会議・打合せの多い業務 

外部との調整が必要な業務 

企画立案業務 

苦情処理 

財政・滞納整理・生活保護関係事務 

宿直業務・力仕事・パソコン関係 

女性だから任されている事務 受付・窓口業務・女性ならではの窓口相談 

会計・経理・庶務関係事務 

お茶出し・来賓接待 
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職場における女性職員の活躍についてお伺いします。 

問 7 現在、女性職員は仕事で活躍していると思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

問 8 女性が活躍できる職場にするためには何が必要ですか。（最もあてはまるものから 3

つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ その他女性活躍推進に係る提案等のご意見がある場合は、記入してください。 

 

（男性意見） 

○ 女性管理職への積極的配置。 

○ 女性、男性という考え方が違っていると思う。個人個人の意識が大切では。 

○ 女性が職場で活躍するためには男性も家庭に時間をさける環境が必要。 

○ 男女問わず、若いころから多様な職務を経験させること。同一の職場に長期間在籍さ

せないこと。 
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女性の積極的な採用

女性の積極的な管理職登用

育児・介護との両立に向けた職務分担の配慮

責任ある業務への女性の積極的登用

時間外勤務の抑制

性別にとらわれない仕事の割り振り

育児・介護との両立を支援する制度の充実

能力向上のための職員研修の充実

家庭・家族の理解・協力

その他

男性 女性
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〇 勤続年数によって昇進していく現状のシステムでは、産休・育休を取得せざるを得な

い女性職員にとっては不利である訳で、このシステムを改善すべきではないか。 

○ 「女性」ということで、世間に対するパフォーマンスで背伸びしたポストへ昇格する

逆差別が起きている。結果的に本人にも周囲にも悪影響であることが少なくない。 

〇 女性職員の中には、係員としての仕事で満足している人と、管理職まで目指したいと

思う人がいるので、管理職まで目指したい人で能力のある人材は、積極的に管理職に登

用してもいいと思う。 

○ 市役所はほかの企業に比べ女性が活躍している方だと思います。 

 

（女性意見） 

○ 男女問わず、業務量に対して職員数が少ないと思う。男性も時間外勤務を減らして、

帰宅後の家事・育児を分担することが女性の活用につながると思う。そのために、男女

平等に十分な職員数を確保することが重要と考える。 

○ 男女同じ評価にしてほしい。 

○ 男性も家事・育児・介護をすること。 

○ 育児中は仕事の無理がきかないので、若うちから女性は窓口対応のあるところと決め

ず、外部とのつながりのある職務につけてほしい。 

○ 時短勤務を小学 4年生までとれるようにしてほしい。 

○ 一部業務において男女の差別化は必要であると考えるが、業務成果としては、女性は

男性にカバーされることが多い。 

〇 昇進希望の意思確認を実施し、昇進を希望する人を積極的に管理職へ登用してほしい。 

○ お茶出し業務を男女平等にするかなくしてほしいです。 


